
SIH道場 
総合科学入門講座 

総合科学的な考え方 

担当：山口裕之 



10ケタの学生番号を記入 

10ケタの学生番号を鉛筆でマーク 

名前 今日の日付 総合科学 

マークシートの記入要領 

ここに注意！ 

毎回、小テスト 
などに使います。 



「大学入門講座」シリーズ 

ÅSIH道場 
ï大学で学ぶ心構え・履修手続き・友だち作り＋論理

的思考力の養成 

Å総合科学入門講座 
ï論理的思考力の養成＋物事の多面的理解 

Å課題発見ゼミナール（後期） 
ï「論理的思考力＋物事の多面的理解」の実践練習 



この授業の目的 

Å論理的思考力・多面的理解（＝総合科学的思考） 

 ＝正しく考える力 

Å「正しく考える」とはどのように考えることか？ 

 ＝客観的な根拠や理由を示して主張する。 

  （文献やデータなど。） 

 ＝調べ、知り、書き、書き直すことの繰り返し。 

 ≠「思い」「信念」「感想」「妄想」 

    ≠頭の中にあるものを取り出してくる。 



興味関心と学び 

Å「大学では自分の興味関心に即して学びます」 

Å「正解のない問題に、自分で解答を与えます」 

 

 →個人的な興味関心に終始してはいけません。 

 →勝手に解答をでっちあげてはいけません。 

★「正解はない」場合でも、「誤答」はある。 

★説得力のある解答とない解答がある。 

 



興味から知識へ、知識から知恵へ 

Å高校までの「調べ学習」 

ï興味→調査→報告。おわり。 

ï最初の「興味」が変わっていかない。 

Å興味をきっかけにしての学び 

ï興味→調査→知識が付くと、興味の持ち所が変
わってくる→さらに調査→知識が体系化→「知恵」 

ï知ることが、自分自身の変化につながる。 
 

（根本彰『メディアリテラシーのための図書館』みすず書房、2017、p.61の「事
実→情報→理解→知識→知恵」という図式を参考に、簡略化しました。） 



意味のある興味関心 

ïさっき、「大学では自分の興味関心に即して学びます」 

 →個人的な興味関心に終始してはいけません。 

Åどんな興味関心ならいいのか？ 

 ＝学問的に価値のある興味関心 

 

Å知識の体系は、欠けている部分への問い・体系内
部の齟齬を解消するための問いを必然的に問う。 

ï自分の持つ知識が体系化することで、興味関心や問い
の「価値」が分かるようになる。 

ï学者は、学問的に意味のある興味関心の中から選んで
研究している。 



Å知識はそれ自身として、お互いに支えあう体系となって
いる。 

Å自分の中に、どれぐらい大きな知識の体系を作り上げる
ことができるかによって、どれぐらい「知恵ある者」かが
決まってくる。 

ï断片的な知識をいくら集めても「雑学」 

 



Å大学では、自分の「知識の体系」を可能な限
り大きく育て、可能な限り「知恵ある者」になっ
てほしい。 

Åそのためには、体系的な練習です。 

 

Å具体的には、この講座では、毎回の授業に対
する「コメント」を書きます。 

Å「感想」ではありません。 

Å客観的な根拠のある、論理的な主張をするよ
うに心がけてください。 

Å具体的には、 



① まずは、授業の内容の要点をまとめる。 

② それについての意見・質問を書く。 

③ 意見の根拠や質問をする理由を書く。 

④ 質問した場合には、自分なりの解答とそう解
答する根拠も書く。 

ï根拠や理由については、勝手に考えたこと・思い
ついたことでなく、きちんと調べて客観的な証拠
を示す。 

Éコメントの提出方法については後述。 

É来週/再来週は、その注意事項を概説します。 

É「読書レポート」の参考にも。 



総合科学入門講座・日程 

① 4/13: 総合科学の理念―多面的・客観的に考える 

② 4/20: 学術的発想と書き方①（山口） 

③ 4/27: 学術的発想と書き方②（山口） 

④ 5/2: お休み 

⑤ 5/11: 海外に行って考える－留学制度の説明（田
久保） 

⑥ 5/18: 資料を読んで考える①―資料・史料を読むこ
との大切さ（荒武） 

⑦ 5/25: 資料を読んで考える②―読書の勧め（依岡） 

⑧ 6/1: 現場に出て考える－クラウドファンディングで
朝ごはん（矢部） 

 



日程（つづき） 

⑨ 6/8: 後期「課題発見ゼミ」ガイダンス 

⑩ 6/15: 政治リテラシーを高めよう①（饗場） 

(11) 6/22: 政治リテラシーを高めよう②（饗場） 

(12) 6/29: まとめのパネルディスカッション 



担当教員紹介 

Å山口裕之 

Å専門：哲学。 

Å主要著書： 
ï『コンディヤックの思想』勁草書房 

ï『人間科学の哲学』勁草書房 

ï『認知哲学』新曜社 

ï『ひとは生命をどのように理解してきたか』講談社 

ï『コピペと言われないレポートの書き方教室』新曜社 

ï『人をつなぐ対話の技術』日本実業出版社 

ï『「大学改革」という病』明石書店 



担当教員紹介 

Å田久保浩 

Å専門：英文学 
ï十九世紀初期のイギリスの詩人、P.B.シェリーという作

家を中心に研究してきました。時はフランス革命後の
ナポレオン戦争の時代、政治的弾圧の厳しい時代に
いかに知識を得、時代の言説の中でいかにそれを発
表してゆくのかが問題となりました。一方ベトナム戦争
の時代、反戦論者は、戦争は庶民を犠牲にして権力
者を富ませるための制度であると主張しました。実は
まったく同じ議論はすでにナポレオン戦争の時代にも
あったのです。（以下略） 

「国際教養コースウェブ」サイトより。 

http://web.ias.tokushima-u.ac.jp/shin-kokusai/members/m2-2.html#takubo 
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担当教員紹介 

Å荒武達朗 

Å専門：中国近現代史 

Å主要著書 

ï『近代満洲の開発と移民』汲古書院 

ï研究概要：中国の近現代史を研究しています。こ
れまでは満洲に暮らす中国人の歴史について考
えてきました。これからは、二〇世紀前半の激変
する社会について研究をしていきます。（以下略） 

     国際教養コースウェブサイトより。 

http://web.ias.tokushima-u.ac.jp/shin-kokusai/members/m1-1.html 
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担当教員紹介 

Å依岡隆児 

Å専門：ドイツ文学 

ï文化間の影響関係や文化比較、現代文学の研
究をしています。演劇や映画、文学などの近代化
の問題や、外国人問題や異文化接触による文化
変容といった現代の問題と取り組んでいます。
（以下略） 

 

国際教養コースウェブサイトより。 

http://web.ias.tokushima-u.ac.jp/shin-kokusai/members/m2-2.html#yorioka 
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担当教員紹介 

Å矢部拓也 

Å専門：社会学 



担当教員紹介 

Å饗場和彦 

Å専門：政治学（国際関係、 

安全保障、ジャーナリズム） 

 
担当 

Å政治リテラシーを高めよう①－民主主
義と立憲主義はなぜ必要か 

Å政治リテラシーを高めよう②－戦争は
なぜ起きるか 

  
  



初回へのメッセージ 

Å徳島大学で何を勉強しようとも、総合科学部
で何を専攻しようとも（文系だろうが理系だろ
うが）、みなさんが日本という国家、社会の一
員であることには変わりありません。そうであ
る以上、その一員として、一市民として誰もが
理解しておかねばならない素養があります。
私の授業では、2回にわたりこの素養を身に
付けるべく、学びます。（次頁へ） 



Åこの問題を考えるうえで、大元の大前提は
「私たちは死にたくないし、生きるにしても人
間らしく生きたい」という思いです（ただ、この
点も厳密には「自分は死んでもいい、奴隷と
して生きるほうが楽だ」という発想もありえま
すから、この大前提も自明の理とまではいえ
ません。しかしほとんどの人は、生きたいし奴
隷はいやですよね？）。 

Åこの思いがあるなら、つまり、死にたくないし、
人間らしく生きたいなら（言い換えれば「人権
の保障」）、「政治リテラシー」を持たねばなり
ません。 



Åこれは、「政治に対する関心を持ち、知識を得
て、行動する能力」のことです。なぜ政治リテ
ラシーを高めねばならないかは、わたしたち
「市民と国家の関係性」を知れば、わかります。
そうすると、次、民主主義と立憲主義（憲法）
が私たちにとっていかに重要か、必要か、が
目からうろこのように腑に落ちます。 

Åまた、「死にたくないし、人間らしく生きたい」と
いう思いを打ち砕く最たる状況の一つに、戦争
があります。戦争を避けたいならば、その起き
る理由を知らねばなりません。どうして戦争は
起きるのかという問いも、上述のような理解が
あれば、答えが見えてきます。 



Å皆さんは高校まで「主権者教育」や「平和教
育」を受けてきたはずです。「選挙に行こう」
「民主主義や憲法は大切」「戦争は悲惨だ」
「平和が一番」とか、耳にたこができるくらい
聞いてきていませんか。しかし、そこではおそ
らく最も根本のところが教えられていないと思
います。この授業では、従来の高校までの主
権者教育や平和教育で致命的に欠けていた
本質の部分を理解します。 



授業のウェブページ 
http://web.ias.tokushima-u.ac.jp/ 

shin-kokusai/scienceandhumanity/top.html 
 
ï徳島大学→総合科学部Top→「総合科学入門講座」 
ï「総合科学入門講座」 →検索 

★授業で使ったファイルを掲示：復習 
 

★授業中はノートを出してメモを取る。 
 

★来週は、配布資料は自分で印刷。 
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授業の掲示板 

http://6428.teacup.com/scienceandhumanities/
bbs 

 

Å先ほどの授業ページからリンクを張っていま
す。 

Å授業に対する質問やコメント、議論の続き
などはこちらで。 

http://6428.teacup.com/scienceandhumanities/bbs
http://6428.teacup.com/scienceandhumanities/bbs


授業コメントの提出方法 

宿題は毎週月曜
17時締切！ 



コメント・レポートの書き方 

「教科書」です。 

来週、内容を概説するの
で、ざっと読んで予習して
おいてください。 

教室の出口で売っていま
す。必ず買って、何度も読
み返して「書く技能」を習得
してください。 

 

いまなら「著者サイン」サー
ビス中！ 



確認小テスト 
 



問1 

Å「総合科学入門講座」で学ぶべき目標は何か。
（二つ） 

 

① 論理的思考力 

② 友だちの作り方 

③ 大学で学ぶ心構え 

④ 物事の多面的理解 

⑤ お金の儲け方 

 



問２ 

Å「考える」とはどういうことか。 

 

① 頭の中であれこれ思いをめぐらす。 

② 頭の中にあるものを取り出してくる。 

③ 自分なりに思いつく。 

④ 調べ、知り、書き、書き直すことの繰り返し。 



問３ 

Å学問研究における「興味関心」について正しい
のは。 

 

① 専門家になっても日常生活からの素朴な疑問
を大切にする。 

② 知識体系がおのずから問うものの中から選ぶ。 

③ 最初の興味関心をいつまでも持ち続ける。 

④ 自分の心の移り変わりによってコロコロ変える。 



問４ 

Å大学で学んでどうなってほしいと言ったか。 

 

① 知識を大量に身につけた雑学王。 

② 自分の思いや情感を豊かにはぐくんだ共感力
あふれる人間。 

③ 体系的な知識を知恵へと昇華させた知恵ある
者。 

④ お金を儲ける技術を身につけて企業や経済を
発展させる能力のある者。 



問５ 

Å問4のような人間になるために必要なことはな
にか。 

 

① 調べ、書き、書き直す反復練習。 

② 自分の頭でよく考える。 

③ ネットサーフィン。 

④ 人脈作り。 

 



問６ 

Å「正解がない問い」に対してどうするべきか。 

 

① 客観的根拠にもとづく説得力のある解答を
作り上げる。 

② 自分の思いを根拠にして自分なりの答えを
述べる。 

③ 正解がないのだから、自分が2分で思いつい
たことと学者が10年かけて考えたことの価値
が同じだと考える。 

④ あきらめる。 



問７ 

Åこの授業の教科書は何か。 

 

① 君たちはどう生きるか 

② コピペで作るレポート教室 

③ コピペと言われないレポートの書き方教室 

④ 戦争と平和 



問8 饗場先生はどれか。 

① ② 

③ ④ 



問9（アンケート） 

Å今日の授業は、 

 

① 有意義だった。 

② そこそこ有意義だった。 

③ ふつ～ 

④ あまり意味がなかった。 

⑤ まったく意味がなかった。 



今日の宿題 

Å授業へのコメントをmanabaを使って提出する。 

Å締切は来週月曜（16日）17時！ 


